













円了博士の『哲学一夕話』に深い感銘を受けたという。円了博士は東本願寺系統の新潟の寺に生れたが、若き日、思想遍歴の末に哲学と仏教に真理を見いだすことになる。さらに宗門を脱出して教育活動に挺身しようと志し、 特に哲学教育を通じて「知徳兼全」 「独立自活」の人間を育成し、もって社会に貢献しようとして、私立哲学館すなわちのちの東洋大学を創建したのであった。釈尊・孔子・ソクラテス・カントを哲学 四聖人として哲学堂に祀り崇め、哲学の一般民衆への普及のために絶えず東奔西走するほどであった。
円了博士の哲学の最終地点は、 『奮闘哲学』にある。そこでは力強い、どこまでも現実重視の、














































水準化に取り組む歩み 着実に進めて行かなければならない。この時機において、我々 本書をていねいに読み込むことによってもう一度、円了博士の教育活動への深い御志を汲み直し、その実現を通して、東洋大学のますま の発展を期し いものである。東洋大学学長
　
竹村牧男
